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本
国
は
都
農
神
社

へ
、
よ
う
こ
そ
の
御
参
り
で
御
座
い
ま
す
。

当
神
社
は
、
御
祭
神
、
大
己
貴
命

（お
お
な
む
ち
の
み
こ
と
）を
奉
斎
し
て
お
り
、
古
く
か
ら

日
向
国

一
之
官
と
し
て
称
え
ら
れ
又
、
都
農
町
の
総
鎮
守
と
し
て
そ
の
御
神
威
を
今
日
に
伝
え

て
い
ま
す
。
特
に
縁
結
び

・
病
気
平
癒

・
子
孫
繁
栄

・
家
内
安
全

・
商
売
繁
盛
な
ど
の
御
利
益

が
あ
る
と
し
て
年
間
を
通
し
て
多
く
の
方
々
の
参
拝
が
御
座
い
ま
す
。

何
卒
、
大
神
様
の
御
神
徳
を
戴
か
れ
ま
す
よ
う
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

都
　
農
　
神
　
社

都
農
神

創
祀
さ

に
立
ち
寄
り
、
国
土
平
安
、
海
上
平
穏
、
武
運
長
久
を

。
大
友
両
家
の
争
い
で
大
友
家
に
よ
る
兵
火
に
よ
り
焼

っ
た
。
現
在
の
神
楽
殿
（旧
拝
殿
）
は
安
政
六
年
に
再
建

を
挙
げ
ら
れ
、
明
治
四
年
五
月
県
内
最
初
の
国
幣
社
に

銘
打

つ
て
、
五
年
計
画
で
、
皆
様
方
の
ご
協
力
に

祈
念
し
祭

失
。
元
禄

さ
れ
た
も

列
せ
ら
れ

現
在
の

よ
り
ま
し

都

農

神
承
和
天
安
延
長
天
正
元
禄
安
政
明
治
昭
和
平
成
十

平
成
十

夏
　
祭
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神
幸
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た

官
社
に
列
せ
ら
れ
、
神
階
の
宣
授

［続
日
本
後
紀
］

従
四
位
上
が
授
け
ら
れ
る

［
日
本
三
代
実
録
］

式
内
社
に
列
せ
ら
れ
る

［延
喜
式
神
名
帳
］

島
津

。
大
友
両
軍
の
騒
乱
に
よ
り
社
殿
焼
失

高
鍋
藩
主
秋
月
種
政
に
よ
り
社
殿
の
再
興

篤
志
家
の
社
殿
の
寄
進

国
幣
社
に
列
せ
ら
れ
る

神
門

。
境
内
の
拡
張
整
備

御
造
営
奉
賛
会
設
立

新
社
殿
完
成

夏
祭
は
、
天
保
三
年
に

第
九
代
秋
月
藩
主

の

認
可
を
受
け
、
再
復
興

を
致
し
、
現
在
に
至

っ

て
お
り
ま
す
。
県
内
外

に
お
い
て
も
見
ら
れ

な

い
勇
壮

で
盛
大
な

お
祭
り
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
御
神
輿
は
、
大

正
十

一
年
に
購
入
さ

れ
同
規
模
の
も
の
は
、

国
内
に
数
台
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

例

大

祭

寒

祭
）
冬
祭
は
、
元
々
、
例
大
祭
と
は

別
々
で
し
た
が
、
昭
和
二
十
二

年
か
ら
、
併
せ
て
執
り
行
わ
れ

・

御
神
楽
は
立
居
振
舞
が
高
尚
優

美
、
勇
壮
活
発
な
こ
と
か
ら
如

何
に
も
神
々
し
く
、
神
人
合

一
、

神
な
が
ら
の
神
楽
と
し
て
、
古

く
は
奈
良
時
代
に
、
畏
く
も
、

宮
中
よ
り
人
回
も
御
招
き
頂
き

御
前
演
奏
に
よ
り
過
分
の
賞
賜

の
こ
と
が

「
日
向
高
鍋
神
楽
の

由
来
」
に
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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